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ると Robert Reynolds Macintosh が現在でも使用され
ている Macintosh 型喉頭鏡を発明し(図 1)、第二次世
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1. Airway ScopeTM（日本光電、東京） 


























図 1 Macintosh 型喉頭鏡  
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[36,37]。構造は Airway ScopeTM に非常に似ているが、
チューブを誘導するガイド溝が Airway ScopeTM より
深く作られており、チューブの本体部分へのはめ込み

























集約することも可能である [43]。  
 
 
図 4. AIRTRAQ®  
図 3. 声門にターゲットマークをあわせたところ  
 
図 2. Airway ScopeTM 
図 5. McGRATHTMMAC  
今宿 康彦 ほか 
 















































本体価格 300000 円 
 


























表 2 各ビデオ喉頭鏡の比較  
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